




































（２）各項目

評価
１　教育に関する目標

　（目標No.1-4）

Ⅳ

２　研究に関する目標
　（目標No.5-6）

Ⅴ
○先端的領域の研究の推進と道民ニーズ
の高い医療・保健・福祉に関する研究の
取組
　異分野の研究者との交流、各種展示会
への出展、重点研究支援事業への取組等
により、基礎研究及び臨床研究を推進す
るとともに、がん対策や神経再生医療
等、道民ニーズの高い医療・保健・福祉
に関する研究に取り組んだ。
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○アドミッション・ポリシーに沿った能
力、意欲及び適性を持った人材の確保
　本学の特色等について受験生等の理解
を促進し、北海道の地域医療に貢献する
意思のある優秀な学生を確保するため、
志願者の動向分析を行う等、学生選抜方
法を検証し募集方法等を改善するととも
に、高大接続事業等の取組として、進学
相談会の開催や、高校訪問、出前講義等
を実施することにより、優れた人材を確
保した。

○教育内容や教授能力を改善・向上させ
るための取組と効果的な教育実施体制の
構築
　学生の臨床能力向上のための「クリニ
カルシミュレーションセンター」の開設
や、ｅ－ラーニングツールを活用した教
育環境の整備等により、臨床技能教育体
制を充実させるなど、効果的な教育実施
体制を構築した。また、医療人育成セン
ターに入試･高大連携部門及び統合ＩＲ
部門を新設し、医療人育成に係る組織体
制を強化した。
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　(No.1)ⅳ

中期目標を上回る顕著な成果が得られて
いる
●世界初となる脊髄損傷の再生医療治療
薬「ステミラック注」の開発や、札医大の
基礎研究から生まれた技術が、がん治療
における世界的な新薬「ダトロウェイ」の
開発に大きく貢献したことは、特に評価
できる。
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○高度で専門的な能力を有し、人間性豊
かで地域医療に貢献する強い意志を持っ
た優秀な医療人の育成
　ディプロマ・ポリシー及びカリキュラ
ム・ポリシーの定期的な検証に基づいた
新カリキュラムを導入したほか、教員の
能力向上に資するＦＤ活動の推進、情報
通信技術等を活用したＷＥＢ授業の実施
等により、高度で専門的な能力を有し、
人間性豊かで地域医療に貢献する強い意
志を持った優秀な医療人を育成した。

　(No.2)ⅳ

中期目標を達成している

　(No.3)ⅳ

○学生ニーズを踏まえた学修支援や生活
支援等の体制の充実
　学生の要望等を集約し学習環境の充実
に向け学生と教員が共に検討を行う「学
生支援会議」では、特に新型コロナウイ
ルス感染症の影響による学生の要望・意
見等を把握する機会を設け、情勢に応じ
たニーズの聴き取りにより学修環境等の
改善に反映させたほか、卒業後における
キャリア支援に向けた取組として、新た
に卒業生からのキャリアパス説明や講話
の機会を設ける等、学生の学修支援や生
活支援等の体制の充実を図った。

　(No.4)ⅳ

評価項目（中期目標）

ⅳ 4 ⅲ 0 ⅱ 0Ⅳ ⅴ 0ⅴ 0 ⅳ 4 ⅲ 0 ⅱ 0

法人自己評価 評価委員会
主な業務実績 主な所見

ⅴ 0 ⅳ 2 ⅲ 0 ⅱ 0

　(No.5)ⅳ
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